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この標準情報（TR）は，財団法人光産業技術振興協会（OITDA）／財団法人日本規格協会（JSA)から，原案を具して標準情報（TR）を公表すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が公表した標準情報（TR）（タイプⅡ）である。
この標準情報（TR）の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，または出願公開後の実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。主務大臣及び日本工業標準調査会は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。

この標準情報（TR)には，解説が添付されている。
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TR

X 0068：2002
CDメディア物理的識別のための指針

Guideline for Physical Identification for CD Media

序文　この標準情報(TR)は，2000年度及び2001年度における光産業技術振興協会 光ディスク標準化委員会 フォーマット分科会の調査研究をもとに工業標準化の促進に関連して特に重要と判断される技術情報をまとめ，標準情報(TR)（タイプⅡ）として公表するものである。 
 LISTNUM list1 \l 1 \s 1  
適用範囲　この標準情報(TR)は, コンパクトディスク(CD)メディアを主として視覚的に識別し, そこに記録されている情報, その情報の各種属性などを, 利用者に対して簡潔に表示するための物理的手法についての指針を示す。
　この指針に従うことによって, CDメディアの利用者は, メディア又は/及びメディアに記録された情報に障害を与える可能性をなるべく小さくしたまま, CDメディアの物理的識別を容易に行うことができる。  
 LISTNUM list1 \l 1  
引用規定　次に掲げる規格及び標準情報(TR)は，この標準情報に引用されることによって，この標準情報の規定の一部を構成する。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。

JIS S 8605:1993　コンパクトディスクディジタルオーディオシステム

備考1.
IEC 908:1987　Compact disc digital audio systemからの引用事項は，この規格と一致している。IEC 908:1987は既に改訂されて，IEC 60908:1999として発行されている。

2.
Red Book: Compact Disc Digital Audio System Description は, IEC 60908:1999に一致している。この標準情報(TR)では, JIS S 8605に含まれないRed Bookの規定内容については, このRed Bookを参照する。
TR X 0025:2000　追記形コンパクトディスク（CD-R）システム

備考
Orange Book: Recordable Compact Disc System, Part 2 CD-WO version 2.0が，この規格と一致している。

TR X 0066:2001　書換形コンパクトディスク（CD-RW）システム

備考
Orange Book: Recordable Compact Disc System, Part 3 CD-RW version 2.0が，この規格と一致している。
JIS X 6281-1992　120mm再生専用形光ディスク（CD-ROM）

備考1.
ISO/IEC 10149:1989　Data interchange on read-only 120mm optical data disc (CD-ROM)からの引用事項は，この規格の該当事項と同等である。

2.
Yellow Book: Compact Disc Read Only Memory System Description が, この規格に対応している。 
 LISTNUM list1 \l 1  
定義　この標準情報で用いる主な用語の定義は，次による。

 LISTNUM list1 \l 2  
ディスクの不均衡（disk unbalance)　メディアの幾何学的中心からの重心の偏心量をr(mm), メディアの質量をmd(g)とするとき, ディスク不均衡Ud(g.mm)は

	
	Ud= md*r 
	(1) 


となり, メディアの回転数をfrot(Hz)とするとき, ディスク不均衡の力Fu(N)は, 次式で与えられる(TR X 0066を参照)。 

	
	Fu= Ud*(2π*frot)2*10-6 
	(2) 


参考
メディアの回転数は, ドライブに依存し, ドライブよってはその値がかなり大きくなることがあることに注意する必要がある。

 LISTNUM list1 \l 2  
保持部 (clamping area) 　メディアの幾何学的中心からの距離が26～33mmであるメディア部分(JIS S 8605を参照)。
 LISTNUM list1 \l 2  
スティカ (sticker)　メディアに貼り付けてメディアの物理的識別を容易するラベル。
 LISTNUM list1 \l 1  
メディアの関連する物理規定　CDメディア(CD, CD-ROM, CD-R及びCD-RW)の規格又は標準情報(TR)は, 関連する物理規定を次のとおり定めている。
 LISTNUM list1 \l 2  
CD及びCD-ROM　JIS S 8605及びJIS X 6281が, 表1の内容を規定する。CD及びCD-ROMのディスク不均衡の力については, 表2の値を適用する。
表 1　CD及びCD-ROMに関する関連規定
	規定項目
	許容範囲
	備考

	外径
	12 cm: 120±0.3 mm
 8 cm:  80±0.2 mm
	温度23±2 ℃及び
相対湿度(50±5) %で測定

	厚さ
	1.2+0.3 mm
    -0.1 mm
	

	質量
	12 cm: 14～33 g
 8 cm:  6～16 g
	


 LISTNUM list1 \l 2  
CD-R　TR X 0025が, 表2の内容を規定する。CD-Rの外径, 厚さ, 質量については, 表1の値を適用する。
表 2　CD-Rに関する関連規定
	規定項目
	許容範囲
	備考

	ディスク不均衡の力 
	＜ 0.04 N 
	10 rpsで測定。 


 LISTNUM list1 \l 2  
CD-RW　TR X 0066が, 表3の内容を規定する。CD-RWの外径, 厚さ, 質量については, 表1の値を適用する。
表 3　 CD-RWに関する関連規定
	規定項目
	許容範囲
	備考

	ディスク(12 cm)の不均衡
	＜ 2.5 g.mm 
	frot=10 Hzにおける
Fu＜ 0.01 N に相当。 

	ディスク(8 cm)の不均衡
	＜ 1 g.mm 
	frot=10 Hzにおける
Fu＜ 0.004 N に相当。 


 LISTNUM list1 \l 1  
メディアへの筆記用具による直接記入　

 LISTNUM list1 \l 2  
記入　筆記用具を用いてメディア上に識別情報を直接記入する場合, 次の点に注意しなければならない。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
記録面の変形を生じさせない先端の柔らかい筆記具(フェルトペンなど)を使う。
 LISTNUM lista\l 1  )
メディアの素材に対する侵蝕性のないインクを用いている筆記具を使う。
 LISTNUM lista\l 1  )
記入された結果のインクなどを含めたディスク不均衡を, 4.に示す規定の許容範囲に収める。
 LISTNUM lista\l 1  )
記入された結果のインクなどを含めたメディアの厚さを, 4.に示す規定の許容範囲に収める。
 LISTNUM lista\l 1  )
記入された結果のインクなどを含めたメディアの質量を, 4.に示す規定の許容範囲に収める。
参考1.
ボールペンを用いてメディア上に識別情報を直接記入することは, 記録面の変形を生じさせ易い。
2.
フェルトペンには, 芯の強度を保つために中に硬い鉄心など入れた芯をもつ製品があることに注意する必要がある。
備考
メディア上に識別情報を直接記入する場合の筆圧は, トラックジャンプを起こさない値に制限される。これは, 直径100μm以内の空気泡であれば1個まで, 直径200μm以内の黒点であれば1個まで, 複屈折を含まない直径300μm以内の黒点であれば3個までに相当する。
 LISTNUM list1 \l 2  
消去　筆記用具を用いてメディア上に直接記入された識別情報を消去する場合, メディアの素材に変形を与えず, メディアの素材に対する侵蝕性のない消去方法を用いることに注意しなければならない。
参考1.
砂消しゴムによる消去は, メディアの素材に変形を与え易い。
2.
メタノールで消せるフェルトペンの使用が推奨される。
 LISTNUM list1 \l 1  
メディアへのスティカの貼付け　メディアの識別情報を記入したスティカをメディアに貼る場合, 次の点に注意しなければならない。 

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
貼り付けられたスティカを含めたディスク不均衡を, 4.に示す規定の許容範囲に収める。
 LISTNUM lista\l 1  )
貼り付けられたスティカを含めたメディアの厚さを, 4.に示す規定の許容範囲に収める。
 LISTNUM lista\l 1  )
貼り付けられたスティカを含めたメディアの質量を, 4.に示す規定の許容範囲に収める。
 LISTNUM lista\l 1  )
スティカは, メディアの保持部には貼り付けない。
 LISTNUM lista\l 1  )
スティカを貼り付けられたメディアは, 環境変化によるメディアとスティカとの伸縮の差によって, 反りが発生することがあり, メディア単体の場合より, 環境変化に対して弱くなる。
参考1.
スティカの重心をメディアの幾何学的中心にできるだけ一致させて, スティカを貼り付ける必要がある。
2.
ディスクアンバランス力を小さくするには, 可能な限り軽い素材(例えば, ポリエステルフィルム)で作った, 同心円状のスティカの使用が望ましい。
3.
同心円状でないスティカについては, できるだけメディアの幾何学的中心に近い位置に, 軽くて小さいスティカを張ることが望ましい。
4.
スティカへの識別情報の記入は, スティカをメディアに貼り付ける前に行う。止むを得ず, メディアに貼り付けたスティカに識別情報の記入を行う場合には, 5.の勧告に従う。
5.
貼り付けられたスティカを剥がすことは推奨しない。スティカの接着剤の接着力の強さによって, スティカを剥がす際にメディアの保護層を損傷することがある。
6.
貼り付けられたスティカ及びその接着剤の寿命は, 多くの場合メディアの寿命より短いことに留意する必要がある。
7.
スティカを貼り付けられたメディアへのデータ記録は, なるべく低速で行うことが望ましい。
8.　Orange Bookのライセンサは, スティカの貼付けを推奨していない。
 LISTNUM list1 \l 1  
メディアへの印刷　
 LISTNUM list1 \l 2  
印刷　メディア上に識別情報を直接印刷する場合, 次の点に注意しなければならない。
 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
メディアの素材に対する侵蝕性のないインクを用いる。
 LISTNUM lista\l 1  )
印刷された結果のインクなどを含めたディスク不均衡を, 4.に示す規定の許容範囲に収める。
 LISTNUM lista\l 1  )
印刷された結果のインクなどを含めたメディアの厚さを, 4.に示す規定の許容範囲に収める。
 LISTNUM lista\l 1  )
印刷された結果のインクなどを含めたメディアの質量を, 4.に示す規定の許容範囲に収める。
参考
識別情報を印刷されたメディアへのデータ記録は, なるべく低速で行うことが望ましい。
 LISTNUM list1 \l 2  
消去　メディア上に直接印刷された識別情報を消去する場合, メディアの素材に変形を与えず, メディアの素材に対する侵蝕性のない消去方法を用いることに注意しなければならない。
参考
砂消しゴムによる消去は, メディアの素材に変形を与え易い。
TR X 0068：2002
CDメディア物理的識別のための指針
解　説
1.
公表の趣旨及び経緯　
1.1
背景　CDメディアはディスクが剥き出しになっているため, その物理的識別にはディスク上に直接指示される情報表示が必要である。大量生産されるCD-ROMでは, ディスク面への印刷が行われてきたが, 少量への情報書き込みが行われるCD-R, CD-RWメディアの普及に伴い, その物理的識別の方法が利用者にとって問題になってきた。 

メディア生産者及びメディアドライブ生産者は, スティカなどは貼り付けないことを推奨し, フェルトペンなどによる記入を推奨している。しかしその推奨とは独立に, スティカの用紙及びそのエディティングソフトが関連業者から提供され普及している。 

この状況は, CDメディアの利用者を混乱させるだけでなく, 関連市場の健全な拡大を阻害する可能性を否定できない。そこで, CDメディアをスティカ等によって物理的に識別するための具体的な指針が強く望まれていた。 

1.2
公表の趣旨及び経緯　光産業技術振興協会の光ディスク標準化委員会 フォーマット分科会は, 特許庁などの申請業務を扱う関連省庁の強い要望を受け, CD-Rの標準情報(TR)原案作成を行った。その結果, CD-R/RWの運用上の課題についても多くの問合わせを受けることとなり, 特にスティカの運用についての指針作成を強く求められた。 

そこでフォーマット分科会は, 光ディスク標準化委員会にこの標準情報(TR)の原案作成への協力を仰ぐと共に, 当時の通商産業省工業技術院及びCD-R/RWの原規定の提供元であるPhilipsと調整を行い, 2001年10月に原案を完成した。 

2.
審議中の主要検討課題及び懸案事項　
2.1
用語　各CDメディアに関するJIS及びTRの用語を採用している。
JIS S 8605で, 印刷及び貼付けを含めてレーベルとしている。 これと区別するため, ここでは貼付けるものをスティカということとした。
2.2
メディア生産者の対応　この標準情報(TR)の原案作成に際しては, CDライセンサの協力をいただいた。この標準情報(TR)の公表とは関係なく, CDライセンサは, 利用者に対して次に示すこれまでの勧告を確認している。
 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
Orange Bookとしては, CD-Rにどのようなシートを貼ることも推奨しない。
 LISTNUM lista\l 1  )
どうしても貼る場合は, 貼る人のリスクの下に次の点に配慮されたい。
 LISTNUM lists1\l 1 \s 1  )
記録時のデータの品質を保つために, 記録後にスティカを貼る。
 LISTNUM lists1\l 1  )
ディスクの不均衡を最小にするために, 円対称の形状のスティカを, 治具を用いて, ディスクの中心とスティカの中心とを一致させて貼る。
 LISTNUM lists1\l 1  )
ディスクの保持部(clamping area)にスティカがかかることを防ぐために, 内周円の直径を大きく(33mm以上)とる。スティカの厚みによって, クランプ力が弱くなることがある。
 LISTNUM lists1\l 1  )
スティカの材質によっては, ディスクが反ることがある。反ってしまうと, データの読み書きができなくなることがある。
3.　参考文献

[1] CD-R用ラベルに関する調査, 光ディスクの標準化に関する調査研究成果報告書, 光産業技術振興協会, 2001-03 

4.
原案作成委員会　この標準情報(TR)の原案は，財団法人光産業技術振興協会に設置された光ディスク標準化委員会のフォーマット分科会で作成され，光ディスク標準化委員会のレビューを受けた。これらの委員会の委員構成を, それぞれ解説表2及び解説表1に示す。
解説表 1　光ディスク標準化委員会の構成
	
	氏名
	所属 

	(委員長)
	小町 祐史
	松下電送システム株式会社

	(副委員長)
	入江 満
	三菱電機株式会社 

	(副委員長)
	菅谷 寿鴻
	株式会社東芝

	
	橋詰 隆
	株式会社小野測器

	
	横川 文彦
	パイオニア株式会社

	
	石亀 昌明
	岩手県立大学

	
	入江 英之
	DVDフォーラム

	
	小川 博司
	ソニー株式会社

	
	金沢 安矩
	日立マクセル株式会社

	
	助田 裕史
	株式会社日立製作所

	
	高橋 正悦
	株式会社リコー

	
	田辺 隆也
	日本電信電話株式会社

	
	土屋 洋一
	三洋電機株式会社

	
	徳丸 春樹
	日本放送協会 

	
	戸島 知之
	NTTエレクトロニクス株式会社

	
	橋本 進
	日本規格協会

	
	八谷 祥一
	株式会社アプリックス

	
	樋口 政孝
	財団法人デジタルコンテンツ協会

	
	藤本 健文
	日本フィリップス株式会社

	
	山田 昇
	松下電器産業株式会社

	(オブザーバ)
	谷口 裕則
	経済産業省産業技術環境局

	(事務局)
	増田 岳夫
	光産業技術振興協会 

	(事務局)
	田辺 正剛
	光産業技術振興協会 

	(事務局)
	中島 眞人
	光産業技術振興協会 


解説表 2　光ディスク標準化委員会 フォーマット分科会の構成
	
	氏名
	所属 

	(統括)
	小町 祐史
	松下電送システム株式会社 

	(副統括)
	八谷 祥一
	株式会社アプリックス 

	(副統括)
	高橋 正悦
	株式会社リコー 

	
	石井 正則
	日本電気株式会社 

	
	石川 清彦
	日本放送協会

	
	伊藤 精悟
	株式会社東芝

	
	木戸 達雄
	経済産業省産業技術環境局

	
	工藤 芳明
	大日本印刷株式会社

	
	後藤 芳稔
	松下電器産業株式会社

	
	沢田 要
	川鉄情報システム株式会社

	
	徳光 健司
	株式会社日立製作所

	
	中根 和彦
	三菱電機株式会社

	
	吉岡 誠
	富士通株式会社 

	(事務局)
	増田 岳夫
	光産業技術振興協会 

	(事務局)
	松川 茂樹
	光産業技術振興協会 


この標準情報(TR)の原案作成には, 原案委員会の活動以外に次の専門家の協力をいただいた。
解説表 3　原案作成に協力いただいた専門家
	氏名
	所属

	藤本 健文
	日本フィリップス株式会社 

	藤平 亘
	日本フィリップス株式会社 
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